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個別カウンセリングによる自律的学習者育成の試み
--英語授業実践報告(1)

















談役､ あるいは学習のカウンセラーや､ 学習資源の管理者としての役割が求められる (長沼,
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22年度前期) の中間実施報告である｡ 本学選択科目である%&'クラスでは､ ｢計画―実行―検証―
見直し｣ のスパイラル学習による､ 学習者の自律性の育成を目指した教育を実践している｡ 担当教員
による個別カウンセリングは､ メタ認知能力を含む学習ストラテジーを向上させる試みの中核をなす
ものである｡ 指導には学習ストラテジーアンケート (() を用いた学習者のストラテジー結果のほ







習目標の設定､ 目標達成のための手段､ 学習計画の作成と見直しを行った｡ カウンセリングで
は､ 学習方法などに関する助言を中心とし､ 学習動機と学習計画を積極的に関連づけ､ 学習者
が自主的に､ 計画的に学習を行うことを重視することとした｡
本学では入学時に習熟度テストを実施しており､ Ｈ19年度からはクラスを習熟度別
(初級､ 中級､ 上級) に編成し､ 学習者のレベルに合わせた授業実践を試みている｡ Ｈ
22年度からは初級､ 中級クラスにおいて､ 個別に対応できる	
教材を使用して
いる｡ 本研究は最終報告までに２年間 (４期) を予定しており､ 本稿はその第１回目 (Ｈ22年
度前期) の中間報告である｡ 具体的には２時点 (学期開始時と終了時) における模擬










(2001) によれば､ 学習ストラテジーとは ｢学習者が習得､ 記憶､ 想起､ 情報の
使用などを促進するために行う活動､ 学習をより容易に､ より速く､ より楽しく､ より自律的
















トラテジーを直接ストラテジー､ 間接ストラテジーに分類し､ さらに下図のように､ ３つの下
位分類を行った４)｡










る傾向にある｡ 例えば(1998) は学習ストラテジーを ｢学習者によって意識的に選択さ






調査の被験者は､ Ｈ22年度 ｢初級｣ ｢中級｣ 各１クラス合計２クラスの受講生､






) を用いた｡ は､ 記憶





























｢最終的な到達目標｣､ ｢一年後の目標｣､ ｢今学期の目標｣､ ｢英語の得意・苦手分野｣､ ｢模擬
テスト等のスコア記入欄｣ からなる｡ これとは別に､ 週ごとの学習計画を記入するシートがあ
り､ 個別カウンセリングの際は両方を持参することとした｡
６. 学習計画表





学生の自宅での学習効果を高めることである｡ 図２ ｢個別カウンセリング概念図｣ は､ ｢計画｣
｢実行｣ ｢検証 (ふりかえり)｣ ｢見直し／改善｣ のスパイラルアップの構造で､ 学生が自ら計画
を見直しながら､ 学習を進める道筋を示したものである｡ その際に重要なのが､ カウンセラー
としての教員の関わりである｡ 授業外での学習は､ 上記の学習計画表に沿って進められるが､
多くの学生が ｢計画はしても継続できない｣ ｢どのように進めればよいのか分からない｣ ｢モチ
ベーションが持続できない｣ といった問題を抱えている｡ 上記のように計画倒れに陥りがちな






テスト結果､ 得意・苦手分野､ 将来の目標を確認しながら､ 中間目標を設定した｡ さらに具体
的な内容を記入した月間計画表とともに､ 一ヶ月間の学習のふりかえりを行った｡ 時間は一人
５分～10分程度であった｡ 学習計画､ 目標はそれぞれ学習者自らが設定し､ 自宅での学習内容､




クラス (初級・中級) に在籍する学習者は､ 入学時にレベル分けテストにより習熟
度別に振り分けられている｡ しかし初級と中級の境界線はあいまいで､ 受講生の履修の都合な
どで初級学習者が中級に在籍し､ またその逆もあるため､ 比較的ゆるやかな区別である｡ 第１
回目の	
教材によるオンライン模試の平均点と最高､ 最低点を､ クラス別に集








使用する学習ストラテジー平均値の変化｣ である｡ 無記名､ あるいは１回目と２回目どちらか
のみ回答のアンケートは無効とし､ 最終的な有効回答数は､ 初級クラス18､ 中級クラス15であっ
た｡
アンケートの結果､ 全体平均では､ ほとんどのストラテジー項目において､ １回目よりも２





は､ 教員と英語学習について感じることを話したり､ 自分の好きな英語学習教材 (例えば音楽


















ストラテジー 記憶 認知 メタ認知 補償 情意 社会的
初級クラス
































もなされており､ ｢意識調査を基にしているので､ 結果が解釈しにくい｣６) との指摘もあるよ




えたのかを調べる､  計画を立て､ それに沿って学習を進めていくことに関して､ 学生の意
識が変わったのかどうかを調べるという２点であった｡ アンケートは前期の授業最終日に行っ





























｢変わった｣ とする回答が９割以上となった｡ 一方初級クラスでは､ 学習時間､ 学習内容とも





３. ２. ２ 自由記述：カウンセリングへの意識､ 計画的に学習を進めることに関しての意識
｢カウンセリングは自分の学習に役立ちましたか｣
カウンセリングに対する回答については､ 初級､ 中級クラスとも ｢役立つ｣ と答えた回答が
過半数を超え､ 特に中級クラスで全員が ｢役立つ｣ と答えていることは特筆すべきである｡ ま
た､ 自由記述に関しては､ 両クラスに共通して見られた傾向として､ 主に以下の三点を挙げる




ものである｡ 最後の三点目は､ ｢目標を立てて進めることができた｣ などの回答が示すように､
計画を立てることの重要性の再認識である｡ いずれのクラスとも､ 計画を立て､ その計画に沿っ
て学習することの大切さを改めて感じた学生がほとんどを占めた｡
― 118 ―
増えた 少し増えた 変わらない 少し減った 減った
初級クラス 000％ 3684％ 5263％ 526％ 526％
中級クラス 1250％ 8125％ 625％ 000％ 000％
変わった 少し変わった 変わらない
初級クラス 526％ 4211％ 5263％
中級クラス 625％ 8750％ 625％
１ 役立つ ２ 少し役立つ ３ わからない ４ あまり役立たない ５ 役立たない
初級クラス 1053％ 6316％ 2105％ 526％ 000％




組み､ 成功するためには､ 学習動機､ 学習計画､ 継続的な見直しが必要である｡ 今回のカウン
セリングでは､ 主に動機・計画・振り返りに教員が参加し､ 学生の気づきをうながすよう試み






まず､ 教員同士の話し合いの時間を増やし､ 具体的な質問事項などを細かく設定し､ カウンセ
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以下の各項目で､ ｢とてもよくあてはまる｣ 場合には５､ ｢あてはまる｣ 場合は４､ ｢どちらかとい
えばあてはまる｣ 場合には３､ ｢たいていの場合あてはまらない｣ 場合は２､ ｢まったく､ またはほ
















｢とてもよくあてはまる＝５｣ ｢あてはまる＝４｣ ｢どちらかといえばあてはまる＝３｣ ｢たい
ていの場合当てはまらない＝２｣ ｢まったく､ またはほぼ全く当てはまらない＝１｣

























｢とてもよくあてはまる＝５｣ ｢あてはまる＝４｣ ｢どちらかといえばあてはまる＝３｣ ｢たい
ていの場合当てはまらない＝２｣ ｢まったく､ またはほぼ全く当てはまらない＝１｣








リスニング､ リーディングのときに､ 写真や絵､ 図､ 見出しなどがあればそれらを見て事
前に意味を理解しようとしている｡





｢とてもよくあてはまる＝５｣ ｢あてはまる＝４｣ ｢どちらかといえばあてはまる＝３｣ ｢たい
ていの場合当てはまらない＝２｣ ｢まったく､ またはほぼ全く当てはまらない＝１｣
５ ４ ３ ２ １
英語学習及び英語使用について自分が感じることを､ 教師やほかの人に話してみることが
ある｡
英語学習がうまくいったとき (ペーパーバックを読み終えた､ 英検に合格した､ 
スコアが上がったなど)､ 自分にごほうびをあげることがある｡ (おいしいコーヒーを入れ
る､ 物を買う､ 休む､ 映画を見るなど)
英語学習及び英語使用について自分が感じることを､ 文字で書きあらわすことがある｡
リラックスして英語学習をするため､ 音楽を利用することがある｡
楽しみのための英語学習 (映画鑑賞､ ドラマ視聴､ 音楽鑑賞など) をしている｡
. 社会的ストラテジー
｢とてもよくあてはまる＝５｣ ｢あてはまる＝４｣ ｢どちらかといえばあてはまる＝３｣ ｢たい
ていの場合当てはまらない＝２｣ ｢まったく､ またはほぼ全く当てはまらない＝１｣
５ ４ ３ ２ １
わからないことがあったときには､ 教師やほかの人に助けてもらう｡
スタディ・グループなどを作って､ ほかの人と一緒に学習することがある｡
目標言語を話す人々の生活や文化について理解を深めようとしている｡
他者がどのような考えや感情を持ち､ 日々暮らしているのかを理解しようとしている｡
